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Abstract: This paper describes two experiments of listeners' recognition of musical grouping based on performance expression, 
using the beginning of Beethoven's eighth piano sonata, op. 13, "Pathetique". We suppose that there are two kinds of listening 
schemata: (a) to prefer an accent to the beginning note of a group and (b) to prefer an arched change of loudness and tempo of a 
group. As a result, we succeeded in extracting three groups of listening type: Accent-respected group: those who have a strong (a) 
schema, Accent-phrasing-changed group: those who have a preference for (a) to (b), and Phrasing-respected group: those who prefer 
(b) to (a), with attention to inner voice. We also verified that (1) Accent-respected group listeners preferred rap music and rock music, 
and preferred to listen to music "at lively place" and "with friends" better than the Phrasing-respected group. (2) Phrasing-respected 
group listeners preferred Chopin and Bach and preferred to listen to music "alone" and "quietly" better than other groups. 
Keywords: Musical grouping, Musical preference, Musical expression, Accent-oriented grouping, Phrasing

1.は じ め に

人間はどのように音楽を聴 き,理 解 しているだろうか.音

楽を対象 とした認知研究は,感 性 に対 しての理解を深めるに

あた り適切なテーマのひとつであると考えられる.

本 論文では,演 奏表現が聴取者にどの ように伝達するのか

を議論する.表 現意図の伝達を扱 った研究 としては,「 元気

に」「悲 しげに」等の形容詞(副 詞)情 報の伝達 を検討 した

千住 らの検討[注1]が あ るが,楽 曲の音楽構造,特 に,音

楽的なまとまりを持った音の並び(グ ループ)の 構造に対す

る演奏表現 を対象 とした研究は例を見ない.

各音の強さとテンポで表される演奏表現においては,演 奏

者が把握 した楽曲のグループ構造を,聴 取者 にわかるように

具体化す ることが重要である[注2-7].そ れで は,グ ルー

プ構造 に対する演奏表現は聴取者にどう伝わるのだろうか.

グループの認知(グ ルー ピング)の 研究については,聴 覚

や音楽理論の観点から,ゲ シュタル トと関連 した定性的な要

因探求,も しくは,一 要 因に絞 り込んだ定量的な実験が実施

されて きた[注2-4,8-11].1980年 代 以降は,グ ルー ピン

グ要 因(ル ール)の 整理と計算モデルの提示を指向した認知

的音楽理論が提唱されるようになった[注12,13].Lerdahl

とJackendoffに よ るA Generative Theory of Tonal Music

(GTTM)[注12]とTemperleyのThe Cognition of Basic

Musical Structures[注13]が そ の代表である.こ れらの理

論は,従 来の音楽理論 と比べて計算機 との親和性が高い とい

う理由か ら,演 奏 の表情付 けシステム[注14]や 音 楽要約

システム[注15]な どのアプリケーシ ョンに応用 されつつ

ある.し か しなが ら,認 知ルールの優先度の取 り扱いを含め

た統合的なグルーピングのモデル化 については,演 奏表現の

多様性や聴取者の個人差 という本質的な問題を抱 えてお り,

十 分な理論化が進んでいない.グ ループ構造に対する演奏表

現の伝達に対する知見 を得るためには,演 奏表現 と個人の聴

取傾向との関連について考究することが必要であろう.

そ こで本論文では,音 楽的に十分に考慮 された演奏表現に

基づ く聴取者のグルーピング傾向の分類を試み,そ の要 因に

ついて議論する.以 下,第2章 で は,グ ルーピングに関す

る二つの主要なスキーマ として,フ レージング,ア クセン ト

グループ誘導について説明す る.第3章 では,ベ ー トーベ

ンのピアノソナタ 「悲愴」第二楽章 を題材 とした聴取実験に

よりグルーピング傾向の異なる聴取者群 を抽出 し,各 聴取者

群 と音楽嗜好 との関連について論 じる.続 いて,第4章 では,

同曲の内声 の機能に着 目した対照実験により抽出 したフレー

ジング優 性聴取者群,ア クセン トグループ誘導優 性聴取者群

の音楽嗜好の特徴について述べる.

2.グ ループの演奏表現と聴取における多様性

演奏者が想定すべきグループ構造 の解釈に唯一の正解があ

るわけではないが,演 奏実施時には,一 つのグループ構造 を
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定め,そ れを聴取者に伝えることが求め られている.と ころ

が,十 分に表現がなされた演奏に対 して も,必 ず しも聴取者

は演奏者の意図を解するわけではなく[注16] ,我 々 も予備

調査によりその ことを確認 してきた[注17,18] .

グルーピングの多様性は,音 符の時間的近接性,ピ ッチの

近接性,パ ラレリズム(繰 り返 しパターン)等 グルーピング

知覚要因への選好が各人で異 なるために出現すると考えられ

る[注16].こ のボ トムアップな解釈 に加 えて,聴 取者が普

段接 してきた,あ るいは,嗜 好する音楽のグループ構造 表現

の典型的な演奏ス タイルに基づいた トップダウン的な解釈の

差が,グ ルーピングの多様性の一因になっていると我々は考

えている.以 下,こ のことを確認する議論の準備 として,本

研究では,二 つのグループ表現法:フ レージング とアクセン

トグループ誘導 を取 りあげる.

2.1グ ル ープに対する演奏表現

2.1.1 フ レージング

フレージングとは,演 奏上のまとまり感 を身体的な一息の

範囲で表現するための手法,あ るいはフレーズの切 り方のこ

とを指 し,演 奏 表現の基本 の一つ とされてい る[注19 ,

20].具 体 的な演奏 手法は一つ に限定 され るものではない

が,演 奏指導 においては,図1に 示す ようにグループ中の

ある一音を頂点 とし,頂 点にあたる音 を最 も強調す るよう

に,グ ループ開始音か ら頂点 までに音量 と演奏速度を増加 さ

せ,頂 点を過 ぎればそれらを減少 させるという山型の表現を

行 うよう指導 されることが多い.本 論文ではこの山型の表現

をフレージングと呼ぶ.

2.1.2 ア クセン トグループ誘導

フレージング以外のグループ表現の優勢な表現手法 として

は,グ ループの最初の音に強勢(ア クセント)を つける,あ

るいは二つのグループの境界に 「間」を挿入す る,と い うも

のがある.こ れらはゲシュタル トに密接に関連する表現法で

ある[注12,16].竹 内 は,従 来か ら言われてきた 「間」の

挿入 よりも,グ ループの最初の音の強勢が重要であると報告

している[注11].い くつか存在す るゲシュタル トに基づ く

グループ表現法のうち,本 論文では,グ ループの最初の音の

強勢によるグループ表現に着 目し,以 下,ア クセン トグルー

プ誘導 と呼ぶ(図2).

2.2 グルー ピングに関する仮説

グループの表現法は唯一の手法があるわけでな く,少 なく

図1フ レージングによるグループ演奏表現.

「夜想曲第2番(F.Chopin作 曲)」 より主旋律冒頭部分.

と も上で述べたフレージングやアクセ ン トグループ誘導の2

種類 は存在する,ま た,多 声音楽においては必ず しも声部間

のグループ境界が一致するとは限 らない.こ れらのことは,

聴 取者 のグルー ピングに多様性 を許容す る潜在的 な要因に

なっていると考 えられる.

フ レージング,ア クセントグループ誘導などグループ表現

の使用頻度は,楽 曲の音楽ジャンルや様式によって大 きく偏

移 している.フ レージングはクラシック,特 に,ロ マン派の

楽曲や独奏に多 く見 られる表現である.聴 取者 としての演奏

者 は各声部において微細な演奏表現の違いを理解 し,弾 くこ

とが求め られる.音 楽教育現場においては,器 楽演奏の初心

者が専門的に表情豊かなフレージングを体得するまでに十数

年以上の長い期間を要 している.一 方,ア クセ ントグループ

誘導は,正 確 にリズムが刻 まれる音楽において主流 となる表

現法であ り,リ ズムや拍節構造の知覚に密接 に関連 している

[注21].前 後 の音 と比べて 目だって大 きな音が グループの

先頭 になる ということは,ア クセ ントグループ誘導は,意 識

しな くとも自動的に行われる前注意過程 によるものであ り,

フ レージングより早期に聴取者に定着す るグルーピングス

キーマの一つであると考えられる.

本 論文では,「 聴取者がおかれた音楽環境や音楽嗜好に応

じて,グ ループ表現に対する識別能力や選好に差が生 じ,そ

れに対応する形でグルーピングに多様性が存在する」 という

ことを作業仮説 としてあげ,検 討を進める.以 下,音 楽的に

十分に考慮 された演奏表現 を題材 とした聴取実験 によって,

聴 取者のグルーピング傾向をタイプ別 に分類 し,フ レージン

グ,ア クセントグループ誘導の二つのグルーピングスキーマ

に焦点 を当てた解釈を行い,さ らに,聴 取者の音楽ジャンル,

聞 き方に関する嗜好の関連について分析 を行う.

3.演 奏 表現に対するグルーピング傾向調査

本研究では,演 奏表現の聴取によって得 られるグルーピン

グに焦点を当て る.実 験材料 の設定にあたっては,(1)曲

名がわからな くて もほとんどの被験者がその楽曲を同定で き

る程 度に一般的であること,(2)刺 激 として用い る演奏表

現は,明 示的なグループ構造 が示 され,そ の構造に基づいて

生成 されたものであること,の2条 件 を課 し,こ れ らの条

件を満たすものとして,ベ ー トーベ ンのピァノソナタ第8番

ハ短調 「悲愴」第2楽 章(以 下
,「 悲愴」 と略記する)の 冒

頭8小 節 を選定 し,演 奏については,文 献[注6]に よる演

奏情報(3.1節)を 用いた.こ の演奏情報はSMF(Standard

図2ア クセントグループ誘導によるグループ演奏表現.

「大きな古時計(Henry Clay Work作 曲)」より主旋律冒頭部分.
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図3文 献[注6]に よる 「悲槍」分析内容と演奏表現例.楽 譜上部の括弧は文献[注6]の 分析によるグループ,★印はフレー

ジング表現における頂点音を表す.Harmonic structureは 主音を1と する和声を示し,そ の下の鍵括弧は和声上のまとま

りを表す.velocityは 各音の強さ,tempoは 一分間あたりの拍数を表す.ク レシェンド(<),デ ィミヌエンド(>)記

号 は,分 析された内容と各音のvelocity値 を照合 して筆者が記入した。

MIDIFile)に 準拠 した形で記述 されてお り,対 応する音楽

構造 も文献[注6]で 示 されている(3.2節).

被 験 者か らは,質 問紙法に より,(1)ど の ようなグルー

ピングを行 うか(3.3.1節)と い う情報 にあわせて,(2)音

楽 ジャンルに対する好みと音楽への接 し方に対する性向に関

する情報 を収集 した(3.3.2節).

3.1演 奏 データの作成

文献[注6]に お いて演奏情報 は,各 音の強さは0～127

の 範 囲で127を 最大 とす る打鍵速度(velocity),テ ンポに

ついては十六分音符単位毎 に一分間あた りの四分音符の拍数

を記述する形式で表現 されている.ペ ダリングや一音毎の音

長(打 鍵か ら離鍵 までの時間)に ついては記述 されていない.

こ のことに関 し,著 者は,(1)こ の楽 曲は遅いテ ンポで滑

らかに演奏 される1の が一般的であ り,ま た,(2)ピ ア ノの

発音が音響的な減衰 を含むことから,ペ ダリングによる各音

符 の微細な音長制御の有無はグルー ピングに とって さほど問

題 とな らないと述べている.演 奏データ生成にあたっては,

各音長は音価(楽 譜上の音符の長さ)通 り,7小 節 目のスタ

カー トについては音価の80%に 設 定 した.こ のデータを利

用 し,文 献[注6]に お いて使 用 された音 源YAMAHA

MU-50の 後 継機であるMU-2000を 介 して音響信号に変換

した.こ のデー タを,著 者 に試聴 して もらい,本 人の意図 し

た演奏表現が再現 されていることを確認 してもらった上で実

験用データとして用いた2.

3.2演 奏 データにおける音楽解釈

ここで,「 悲愴」のグループ表現 に対する解釈 について述

べる.「 悲愴」は,複 数の声部か ら成 り,主 旋律 に対 しベー

スや他の声部(内 声)が 和声や拍節構造を補 うホモフォニー

音楽の代表曲として知 られるピアノ楽曲である.図3に,「 悲

愴」の譜例 と,文 献[注6]に よる演奏解釈お よび演奏表現

例 を示す.こ の譜例は,こ の楽曲の楽譜 として一般的に知ら

れているヘ ンレ版 と同等の表記である.

8小 節か ら成るこの楽節は,大 きく二つのグループか ら構

成 されるというのが一般的な解釈 である.そ の境界 は,小 節

を基準 として区切る場合,4小 節 目の終わ りと5小 節 目第一

拍 の間(主 旋律 のE-F音 間)が 境界 となる.た だ し,主 旋

律 を基準 として区切る場合 は,4小 節 目最後のE音 が どのグ

ループに属すると判断するかによって境界が異なる.前 述の

E-F音 間の発音時間間隔は,そ の前のEb-E音 間 による発

音時間間隔と比べ,三 分の一 と短い.ゲ シュタル ト的な視点

か らは,発 音時間間隔の広いEb-E音 間 でグループが切れ

ると捉える聴取者が多いと予想される.

一方
,文 献[注6]に おいて,著 者は,8小 節 全体のグルー

プを把握するにあた り,ス ラーから示唆 されるグループだけ

でな く,和 声構造から示唆 される各グループ間の連携にも着

目してお り,3小 節 目第一拍のC音 において,グ ループの終

わ りと次のグループの始 まりを連結 させている.4小 節 目に

ついては,「主旋律 にスラーが記述されているのは作 曲者ベー

トーベンの強い意図の現れであ り,不 可分である」として,

4小 節 目第1拍Eb音 か ら5小 節 目第1拍 のF音 まで を一つ

のグループと見なしている.以 上か ら,著 者は,8小 節 を全

部で6つ の グループか ら成 り立つ(図3楽 譜上部 の括弧)

と分析 している.文 献[注6]に よる演奏情報 は,グ ループ

すべてを前章で述べたフレージングによって表現することを

趣旨として構成 されている.

3.3手 続 き

3.3.1グ ループ聴取

聴取実験は,大 学生を被験者 として,大 学の一般教室3で

1四 分 音 符 単 位 の 拍 数 が 約30前 後 .

2こ の 演 奏 デ ー タ はhttp://www .m-use.net/～research/listening/

　 か ら試 聴 で きる.

33人 が けの 机 が13行3列 に配 置 さ れ た長 方 形 の 部屋 で ,四 隅

　 にBOSE製 の ス ピー カ が備 え付 け られ て い る.
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行った.約40分 間の実験1回 につ き30～60人 の被験者が

参加 し,最 終的に231人 の グループ聴取のデータを得た.

まず,コ ンピュー タか ら再生 した演奏4を 被験者に聞かせ,

次 に,主 旋律に対 しグループ境界を感 じた場所 を,配 布 した

楽譜 に記入 させ た.図4に,配 布 した楽譜へのグループ境

界の記入方法を示す.楽 譜には,演 奏時に発音 される全ての

音符のほか,グ ループ境界の候補 となる複数の場所に矢印を

記 した.聞 いたことのある楽曲であって も,音 楽経験の少な

い被験者にとってグループ境界を特定することは容易ではな

い.被 験者には,自 分がグループ境界 を感 じた場所にもっと

も近い矢印を丸で囲むよう指示 した.自 分の思う場所に矢印

が書かれていない場合は,矢 印の表記を参考に して,主 旋律

上で隣接する音符の間あるいは前後のグループ端が重複 して

聞こえる音符の上に印をつけるよう指示 した.な お,配 布 し

た五線譜には,強 弱記号 をはじめ とした演奏表現に関する情

報は記述 しなかった.

楽 曲構造 や演奏解釈 についての詳細 な説明は行わず,音 楽

には複数のグループがあること,一 つの音が二つのグループ

の終わ りと次のグループの始ま りを共有する場合があること

のみを伝 え,グ ループの個数は自由に判断させた.楽 譜を読

むことや演奏内容 を把握することに慣れていない被験者がい

ることを考慮 し,演 奏の再生時,進 行に合わせて楽譜の位置

を示 し,全 員がグループの判定を確定するまで聴取プロセス

を繰 り返 した.ほ とんどの被験者は2回 で判定を確定 した

が,確 定で きない被験者 もいたため,繰 り返 し回数は概ね3

回 となった.

3。3.2音 楽 の好みと接 し方に関する調査

グルーピング傾向と,聴 取者がおかれた音楽環境や音楽嗜

好 との対応 を調べるために,(a)音 楽 ジャンルに対す る好み,

(b)音 楽への接 し方に対する性向,(c)音 楽演奏の経験の有

無についてのアンケー トを実施 した.(a)に つ いては日本の

音楽販売店における代表的な項 目[注22]の 中か ら11項 目

を採用 した5.(b)に つ いては,日 常生活 において 自然 に音

図4グ ループ境界の選択方法

楽 と接する場合,お よび演奏や鑑賞等 を目的に積極的に音楽

に接する場合の聴取状況を想定 して13項 目を選定 した.(c)

については,楽 器の種類,時 期,年 数 を記入 させた.

(a)(b)に つ いては,被 験者の回答に統一性を持 たせ るた

め,あ らか じめ図5に 示 した評定項 目を被験者 に提示 し,(a)

(b)そ れぞれにおいて,自 分 にとって好 き,あ るいは価値

が高いと思うものからすべての項 目に対 して順位付 けす るよ

う指示 した.評 定に順序尺度を用いた場合,そ のデータの解

析結果の厳密性には問題があるが,本 論文では,評 定時の被

験者の負荷 を軽減することと,全 体的な傾向を捉えて今後の

議論のための参考値を得ることを重視 した.

3.4結 果

3.4.1グ ループ聴取

表1に,8小 節 の間に感 じられたグループ境界の数 とその

被験者数を示す.グ ループ境界の数に関する回答で最 も多

かった ものは1箇 所,す なわち,こ の8小 節を2つ のグルー

プから成 るとするもの46%(105名)で あった.以 下,2箇

所24%(55名),3箇 所23%(53名)が 続 いた.次 に,8

小節 全体 を二分割 した105名 分 について,境 界を感 じた場

所の分布状況を調べた.そ の結果を図6に 示す.

最 も多 くの被験者が境界と判定 した場所は,4小 節 目の主

旋律Eb音 からE音 の間(4Eb-E)56%(59名)で あった.

続 いて,7小 節 目手前(6A-Db)15%(16名),6小 節 目第

1拍(6Eb-A)8%(8名),4小 節 目手前E-F音 間(4E-F)

に7%(7名)で あった.

4Eb-E音 間 を境界 とした被験者が最も多かったことは,3.1

節 で述べた一般的な解釈と合致する.4Eb-E音 間 と2番 目の

6A-Db音 間の境界は,和 声進行における典型的な終止形に対

応するもの と考えられる.6小 節 目A音 の前後の境界6Eb-

図5音 楽ジャンルに対する好みと音楽への接し方に対する

性向に関するアンケート項目

表1判 定されたグループ境界の数と被験者数の割合

4コ ン ピュ ー タ本 体 はThi
nkPadT41,演 奏 再 生 に はWindows

Media Playerを 用 い た,

5シ ョパ ン
,バ ッハ,オ ー ケス トラは正 確 に は ジ ャ ンル とは言 え

な い が,演 奏 題材 が ク ラ シ ック音 楽 で あ る こ とを踏 ま え,一 般

に 良 く知 られ て い る名称 と して 選択 肢 に含 め る こ と と した.
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A,6A-Db音 間がそれぞれ2番 目,3番 目になった理由 に

ついては,3.5節 お よび次章で取 り上げる.

文 献[注6]の 解釈では,4小 節 目の主旋律 は,ス ラーによっ

て5小 節 目まで連結 された グループが意図されている.こ

れに対 し,図6中,(1)と(4)を 選 んだ被験者は,こ の部

分の音のつなが りを選好 しなかった もの と思われる.な お,

今 回の実験か らは,文 献[注6]に よる演奏解釈 を等 しく汲

み取 った聴取者数は限定的であった.

3.4.2音 楽 嗜好 との関連

図6(D～(4)の 境 界 を選んだ被験者群の間で,音 楽嗜好

に関するア ンケー ト結 果を比較 した ところ,(3)に 境 界を

感 じた被験者群の音楽嗜好順位の うち,他 の3群 と比較 し

て大きく異なるものが8項 目あった,そ の8項 目について,

被 験者群 別に音楽嗜好順位の平均 を算出 したもの を図7に

示す.

(3)に 境 界 を感 じた被験者 群は,好 きなジャンルにつ い

ては,(1)を 選択 した被験者群 よりも,ロ ック ・ラップ ・

ダンスへの関心が高 く,シ ョパ ンについては関心が低い.音

楽への接 し方に対する性向については,「静かな場所で聴 く」

ことに対 してほかの3つ の被験者群 より関心が低い一方で,

「大勢 で聴 く」「身体 を動か しなが ら聴 く」 ことに対 しては

(Dを 選択 した被験者群 より高い関心を示 した,

3.4.3音 楽演奏の経験の有無 との関連

グループ境界 を1箇 所だけ感 じた被験者(105名)の うち,

何 らかの楽器演奏 を3年 間以上経験 した被験者(43名)を

楽器経験者 とみなして,図6(1)～(4)の 各境界における楽

図6聴 こえたグループ境界が1箇 所であった105名 の被験者群において選択されたグループ境界.四 角内の記号は境界名,[]内 の

数字は被験者数の割合および人数を表す.た とえば 「4E-F(6.7%/7)」 は 「4小節目E-F音 の間」を表 し,6.7%(7名)

の被験者に選ばれたことを著す.音 符上をグループ境界とした者も含まれている(4E).(1)～(4)は,選 択 した被験者数の多

い上位4境 界を表す.

図7グ ループ境界別の被験者群の音楽嗜好順位(抜 粋)(**:p<0.05)

順位 尺度のため,検 定結果は参考値として提示している.
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器経験者の割合 を調べた ところ,(1)4Eb-E音 間:41%(24

名),(2)6A-Db音 間:38%(6名),(3)6Eb-A音 間:

38%(3名),(4)4E-F音 間:29%(2名)と なった.楽 器

経験の有無に関わらず,上 記4つ の境界すべてに回答者が

存在 し,そ の分布 に差は見 られなかった.

3.5グ ル ーピング傾向に関する検討

前節の結果か ら,次 の3点 を取 り上げて考察する.

[1]も っ とも多 くの被験者が境界 を感 じたのは図6(1)

4Eb-E間 で あった.こ れは,前 述の一般的な解釈とは合致

したが,文 献[注6]に よ る解釈とは異なっていた.

[2]そ の次 に多 くの被験者が境界 を感 じた場所が6小 節

目A音 の前後((3)6Eb-A音 間および(2)6A-Db音 間)

に集中した.こ の点についても文献[注6]の 解釈 とは異な

る結果 となった.

[3](3)に 境 界を感 じた被験者群は,他 の被験者群 と比

べて,ロ ックやポップに対す る嗜好順位が高いことが確認 さ

れた.

[1][2]を まとめて単純に言うと,4小 節 目と6小 節 目に

おいて,文 献[注6]の 解釈によるグループの演奏表現 ,す

なわち著者の意図が多 くの聴取者に伝 わらなかったというこ

とである.3.2節 で述べたように,文 献[注6]の 解 釈によ

れば,す べてのグループの演奏表現 としてフレージングの表

現が適用 されてお り,ア クセントグループ誘導は適用されて

いない.た だ し,「 悲愴」は ピアノ楽曲である.楽 器 として

の ピアノは,強 弱の変化,特 にクレッシェン ドを一つの音符

の発音(打 鍵)の みで表現することは不可能である.1～2

小節 目と4小 節 目,6小 節 目のグループにおいて,主 旋律 と

ベースは,発 音時間の長い四分音符 または付点四分音符のみ

であるため,こ れ らのグループにお ける フレージング表現

は,実 際には十六分音符で構 成され る内声 に対 してク レッ

シェ ンドお よびディミヌエ ン ドを施す ことで実現 されてい

る.つ ま り,(1)～(3)の 被 験者 らは,少 な くとも内声 に振

り分けられたグループ全体のフレージング表現 を聞 き取 らな

かったと考 えられる.

[2][3]か ら は,(2)(3)の 被 験者 における6小 節 目A

音 に対する聴 き方の差異が浮かび上がって くる.す なわち,

A音 を前後 どちらのグループに含めるか,と いう相反する判

断の問題である.6小 節 目における主旋律 のEb音 は5小 節

目から先行するグループの終了音であると同時に次のグルー

プ(6小 節 目)の 開始音である.音 符の発音時刻の比較 にお

いて,(a)Eb音 は,先 行 グループの音列が後続 グループよ

り近接 している.図3の 演奏 データか ら,(b)A音 の 方が

Eb音 よ り大 きく演奏 されている.単 純に(a)(b)を 合 わ

せて考えれば,ア クセン トグループ誘導によって ,A音 の前

にグループ境界が形成されやすい ということになろう,し か

しなが ら,(2)の 被 験者 らはA音 の前にはグループ境界を

感 じていなかった.文 献[注6]で は,主 旋律 においてEb

-A-Dbの3音 のみによる表現では曖昧にな りがちなフレー

ジングを,十 六分音符で構成 される内声の演奏表現 に代用さ

せることによって補強 している.A音 の前 に境界を置 きた く

ない とい うこの意図 をくみ取るためには,聴 取者は.十 六分

音符で発音 される内声のクレッシェンド表現に留意で きてい

ることが必要となろう.

4.内 声 の機能 に着 目したグルーピング比較対照実験

3.5節 の 検討では,内 声のフレージングへの留意が主旋律

のグルー ピングに影響 を与えている可能性 について言及 し

た.本 章では,そ のことを確認することを目的 として,内 声

におけるフレージング表現 を制御 した場合でグルーピングを

検証する.具 体的には,内 声 を,フ レージング表現が不可能

な和音演奏に置 き換えての実験を試行することに した.こ の

実験では,「 悲愴」における6小 節 目第1拍(6Eb-A)を

対 象 として,(1)内 声 の発音の有無によって聴 こえる境界

が変化する被験者がいるか,(2)内 声 の発音がある場合で

も,内 声への留意の有無によって聴こえる境界が異なる被験

者がいるかについて調べ,そ れぞれの被験者のグルーピング

傾向と音楽嗜好 との関連を再度分析する.被 験者 は前章での

実験 と同 じ,大 学生231名 である.

4.1手 続 き

図8に,実 験で使用 した二つの演奏データを示す

通常演奏 先述の実験で用いた演奏データ.速 度や強弱変

化などの表情がついた演奏

和音演奏 通常演奏における内声部分 を,主 旋律 と同時に

図8第4章 の聴取実験における演奏データ.(上)和 音演奏,(下)通 常演奏.通 常演奏において十六分音符で構成される内

声を,和 音演奏においては,主 旋律と同時に発音する和音に置き換えたe

332



音楽の演奏表現に基つくグループ構造の聴取に関する一検討

図9実 験の手順

図10聴 取実験結果

発音す る和音に置き換えた もの,

この演奏デー タを用いて,図9に 示す よ うな流れで計3

回の グループ境界の調査 を実施 した.ま ず,演 奏意図に関す

る説明は行わずに,和 音演奏 に対するグループ境界を回答さ

せ,2回 目の試行 として,通 常演奏に対するグループ境界を

回答させた.3回 目の試行では,通 常演奏 における6小 節 目

の内声にフレージング表現が与えられていることを解説 した

上で再度,通 常演奏を聴取 させ,あ らためて グループ境 界を

回答 させた,グ ループ境 界の記述 については第3章 で述べ

たのと同 じ方式である.一 回の試行につ き,被 験者が判断を

確定させるまで概ね3回 程度の聴取を繰 り返 した.

4.2結 果

図10に 聴 取結果の状況を示す.被 験者231名 の うち,和 音

演奏において,6Eb-A音 間 に境界を感 じた被験者は20名 で

あった.こ の うち,通 常演奏 を聴いて グループ境界を感 じな

い と答えた被験者は14名 であった.通 常演奏で6Eb-A音

間にグループ境界を感 じたのは22名 お り,そ のうち16名 が,

内声の働 きを解説 した後の二度 目の通常演奏で グループ境 界

を感 じないと答えた,6名 は境界を感 じたままであった.

和音演奏の後に通常演奏 を聴いて グループ境界を感 じな く

なった14名 は,二 つの演奏デー タを聴いて グルー ピングが

変わった被験者である.通 常演奏と和音演奏 との相違は,内

声が十六分音符で発音 されているか どうかである.こ の被験

者群は,ア クセ ントグループ誘導,フ レージング双方の グルー

ピングスキーマを有 し,そ の上で内声への留意があると考え

られる,つ まり,各 声部の表現 を踏 まえた上で,演 奏の全体

的な表現 を捉えるという,聴 き方を している可能性が高い,

以 降,こ の被験者群 をフレージング重視群 と呼ぶ,

内声の解説後に境 界を感 じな くなった16名 は,通 常演奏

において内声の発音 による クレッシェン ドが与え られて も

6Eb-A音 間で境界を感 じたが,あ えて内声を意識す ると境

界を感 じなくなった.彼 らは,フ レージング重視群と同様に,

ア クセントグループ誘導,フ レージング双方のスキーマを有

しているが,内 声に対する留意は低いと考 えられる.以 降,

この被験者群を解説変化群 と呼ぶ.

解 説後 も境界 を感 じると した6名 は,解 説の有無に よっ

て境 界が変化 しなか った者であ る.彼 らのフ レージングス

キーマの有無については,こ の実験か ら判断することは難 し

い,た だし,強 力なアクセン トグループ誘導スキーマを持 ち

合わせていると判断することがで きる.以 降,こ の被験者群

をアクセン ト重視群 と呼ぶ.

4.3グ ルーピング傾向の背景要因に関する考察

(a)フ レージング重視群,(b)解 説変化群,(c)ア クセン

ト重視群の三つの被験者群およびその他の被験者群の音楽嗜

好の傾向について,第3章 と同様の分析ならびに5%水 準で

の有意差検定 を行った結果の抜粋を図llに,関 心 や嗜好 の

高い項 目が外側に来るように配置を調整 した レーダーチ ャー

トを図12に 示す,

4.3.1音 楽 ジャンルに対する好み

まず全体的には,図12に 示 す ように,す べての被験者群

においてJ-popに 対 する嗜好順位が高い.今 日の若い学生に

おける音楽嗜好の状況を端的に表 しているように思われる.

フレージング重視群は,他 の被験者群 と比べてラップ・ロッ

クに対する嗜好順位が低い一方で,シ ョパ ンやバ ッハに対す

る嗜好順位はアクセン ト重視群 と比べて高い.逆 に言うと.

図11グ ルーピング傾向別に分類 した被験者群の音楽嗜好順位(抜 粋)(**:p<0.05)

順位尺度のため,検 定結果は参考値として提示している,
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アクセ ント重視群は,他 の被験者群に比べてラップやロック

に対する嗜好順位が高 く,シ ョパ ンやバ ッハに対する嗜好順

位が低い.こ れ らの4項 目については,図11に 示 す ように

両被験者群 の間に明確な差 は確認され なかった ものの ,6E

b-A音 間に対 して積極的に境界 を感 じたか否かによって,

上 記4項 目の嗜好順位が異 なる という結果が得 られた.解

説変化群については,他 の被験者群 と比べて嗜好順位に 目

だった特徴はあ らわれなかった.

4.3.2音 楽 への接し方 に対する性向

図12に おける嗜好順 位 の比較 においては,フ レージング

重視群 とアクセン ト重視群との間に差異がみ られる.フ レー

ジング重視群はアクセ ント重視群よ りも「一人で」「静かに」

聴 くことを嗜好するのに対 し,ア クセン ト重視群は「大勢で」

「にぎやかに」聴 くことについて フレージング重視群 よりも

関心が高い.ま た,「 歌詞を重視 して聴 く」ことに対 してア

クセ ント重視群は他の被験者群 よりも関心が高い.

第3章 の実験において,「静かな場所で聴 く」「大勢で聴 く」

に対 して6Eb-A音 間 で境界 を感 じた被験者群は,他 の被験

者群と比べて 「静かな場所で聴 く」ことに関心が低 く,「大勢

で聴 く」ことに対 しての関心が高かった.今 回の実験におい

て,内 声の解説を受けた後にも6Eb-A音 間 に境界を感 じ続

けていたアクセ ント重視群が,同 じ項 目に対 して,先 述の実

験で6Eb-A音 間 に境界を感 じた被験者群 と同様の有意 な嗜

好順位 となったことは,グ ループに対する聴取傾向と音楽嗜

好 とが関連する可能性を示唆するもの として注 目に値する.
一方で
,「にぎやかな場所で聴 く」「一人で聴 く」に対 してはい

ずれの被験者群の間においても明確な差は見 られなかった.

4.3.3音 楽演奏経験の有無

グルー ピング傾向の背景要因として考えられる もうひとつ

の事項が音楽演奏経験 の差異である.音 楽演奏経験の 中に

は,ク ラシ ック音楽を対象 とした西洋楽器 だけではな く
,

J-Popや ロ ック音楽 などに多 く用い られるエ レキギターや ド

ラムなども含まれる,楽 器によっては習熟に必要な年数は大

き く異なるが,こ こでは便宜的に音楽演奏の経験が3年 以

上の被験者 を音楽演奏経験者 と して,各 被験者群でのア ン

ケー ト結果を分析 した.

フ レージング重視群,解 説変化群 ,ア クセン ト重視群の3

つの被験者群36名 のうち,音楽演奏経験者は55.6%(20名)

であった.こ の20名 について,3つ の被験者群ごとの分布状

況を調べた ところ,フ レージング重視群が50.0%(7名;ピ

アノ6名,エ レク トーン1名) ,解 説変化群が62.5%(10名:

ピ アノ8名,エ レキギ ター2名) ,ア ク セ ン ト重視 群 が

50.0%(3名;ピ アノ2名,エ レキギター1名)で あ った.

す べての被験者群において音楽演奏経験者が約半数いたが,

いずれの被験者群の間においても,楽 器未経験者との間では,

グルー ピング傾向の分布や,音 楽嗜好の平均順位に明確 な差

は見られなかった.ま た経験者の中で もピアノ経験者が大半

であるため,楽 器別の解析 は困難であった.今 回の実験 にお

いては,大 半の被験者群が大学生であったため分析か ら除外

したが,ク ラシック音楽を専門とする音楽大学の修士課程を

修了 し,15年 以上のピアノ演奏経験 を持つ卒業生2名 はフレー

ジング重視群 と同 じ聴取傾向を示 した.音 楽演奏経験者の中

でも,経 験 した内容別 に被験者群を比較すれば,音 楽演奏経

験による何 らかの差異が表れる可能性 もあると思われる.

5.ま と め

本論文で は,音 楽的に十分 に考慮された演奏表現 に基づ

く聴取者のグルー ピング傾向の分類 を試み,聴 取者が普段

接 している音楽 と音楽嗜好,そ の影響下で形成 されている

であろ うグルー ピングに関す るスキーマ に着 目した検討を

実施 した.

最 初の聴取実験においては,「 悲愴」第二楽章冒頭8小 節

を二つの グループに分ける場合 ,4小 節 目Eb-E音 間 をグ

ループの境界 とす る被験者が最 も多 いとい う結果が得 られ

た.こ の結果は,こ の楽曲に対する一般的な解釈に従 うもの

であり,演 奏者が自身の解釈に基づいて表現 した演奏が聴取

者には必ず しも伝わっていないことが確認された.と くに6

図12ア ンケー ト結果.円 の外側ほどその項目に関心が高く,内 側ほど関心が低いことを表す.

嗜好順位=1.0-平 均順位/項 目数として算出した.
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小節 目Eb-A音 間 においては,内 声のフレージ ング表現へ

の留意がなければ,演 奏者の意図したグループの聴取が難 し

いことが明らかになった.さ らに,こ の部分 にグループ境界

を感 じた被験者 は,4小 節 目Eb-E音 間 に境界 を感 じた被

験者 よりクラシ ック以外の音楽(ロ ック,ラ ップ,ダ ンス)

に対 して関心が高い状況が確認 された.

第二の実験では,演 奏表現に対する聴 き方によって異なる

グルーピングをす ると思われる聴取者の分類を目的に,上 記

の6小 節 目Eb-A音 間 を対象 として,内 声の十六分音符 を

和音に置 き換 えた演奏素材 を用いて,被 験者がアクセ ントグ

ループ誘導 とフレージングの どちらを優先 して聞 く傾向があ

るかを調べた.そ の結果,(1)フ レージ ングを重視する被

験者群,(2)ア クセ ン トを重視す る被験者群,(3)刺 激提

示 時に解説 を交えることによって聴 き方が変化 する被験者

群,を 抽出するこ とがで きた.さ らに,(1)を 重 視す る被

験者群は,前 者 を重視する被験者群 よりも「一人で」「静かに」

聴 くことを嗜好 していることが確 認 された.逆 に,(2)の

被験者群は 「大勢で」「にぎやかに」聴 くことについて(1)

の被 験者群 よりも関心が高いことが確認 された.今 回の聴取

実験 においては,音 楽演奏経験の有無によるグルーピング傾

向に顕著 な差異は見 られなかった.

本論文では,演 奏表現の聴取者の理解に対する切 り口とし

て初期的な検討 を行った.グ ルーピングの全貌を捉 えてい く

ため には,こ れか らの更 なる研 究を行 わなければならない

が,音 楽聴取における認知 ・知覚に,嗜 好が影響 を及ぼす と

いう事例を提示することがで きた.こ のような事例を積み重

ね分析 を進めることは,今 後,ユ ーザの聴取傾向や嗜好に合

わせた音楽分析や演奏システムの開発に有益 な知見を提供す

る ものと考えている.

今 後は演奏聴取時の提示方法についての検証,お よび音楽

経験 に関する分類 をさらに絞 り込んだ分析 を行い,グ ルーピ

ングと音楽嗜好,音 楽経験 との関係 を探ってい く予定である.
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